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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディア・コンテンツを送信するために少なくとも１つの無線周波数（RF）を使用する
多重周波数ネットワークにおけるシグナリング・パラメーター（SP）配信のための方法で
あって、前記方法は、
　前記多重周波数ネットワーク内でローカルエリアの上でコンテンツ・フローを送信する
ように作動する１つまたは複数の選択されたローカルエリア・オペレーション・インフラ
ストラクチャー（LOI）および前記１つまたは複数の選択されたLOIの各々のための１つま
たは複数の近隣のLOIをネットワークシステムが識別することと、
　前記１つまたは複数の選択されたLOIおよびそれらのそれぞれの近隣のLOIを識別し、前
記１つまたは複数の選択されたLOIおよびそれらのそれぞれの近隣のLOIの各々と関連する
各々の無線周波数（RF）チャネルのためのSP情報を特定する近隣記述メッセージ（NDM）
を前記ネットワークシステムが生成することと、および
　前記１つまたは複数の選択されたLOIの各々の上で前記NDMを前記ネットワークシステム
が配信することと
　を具備する方法。
【請求項２】
　前記生成することは、好ましくはFFTモード・インジケーター、パイロット・パターン
・インジケーター、およびサイクリック・プレフィックス長インジケーターの少なくとも
１つである１つまたは複数の物理層パラメーターを具備する前記SP情報を生成することを
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具備する、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記生成することは、選択されたLOIと関連するすべてのRFチャネルについて１つのSP
情報インスタンスを特定する前記NDMを生成することを具備する、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記生成することは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて別々のSP情報イン
スタンスを特定する前記NDMを生成することを具備する、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記生成することは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて前記SP情報のサイ
ズを特定する前記NDMを生成することを具備する、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記配信することは、制御チャネルを使用して前記NDMを配信することを具備する、請
求項1に記載の方法。
【請求項７】
　メディア・コンテンツを送信するために少なくとも１つの無線周波数（RF）を使用する
多重周波数ネットワークにおけるシグナリング・パラメーター（SP）配信のための装置で
あって、前記装置は、
　前記多重周波数ネットワーク内のローカルエリアの上でコンテンツ・フローを送信する
ように作動する１つまたは複数の選択されたローカルエリア・オペレーション・インフラ
ストラクチャー（LOI）および前記１つまたは複数の選択されたLOIの各々のための１つま
たは複数の近隣のLOIを識別し、および
　前記１つまたは複数の選択されたLOIおよびそれらのそれぞれの近隣のLOIを識別し、前
記１つまたは複数の選択されたLOIおよびそれらのそれぞれの近隣のLOIの各々と関連する
各々の無線周波数（RF）チャネルのためのSP情報を特定する近隣記述メッセージ（NDM）
を生成する
　ように構成されているメッセージング論理と、および
　前記１つまたは複数の選択されたLOIの各々の上で前記NDMを配信するように構成されて
いる出力論理と
　を具備する装置。
【請求項８】
　前記メッセージング論理は、好ましくはFFTモード・インジケーター、パイロット・パ
ターン・インジケーター、およびサイクリック・プレフィックス長インジケーターの少な
くとも１つである１つまたは複数の物理層パラメーターを具備するために前記SP情報を生
成するように構成されている、請求項7に記載の装置。
【請求項９】
　前記メッセージング論理は、選択されたLOIと関連するすべてのRFチャネルについて１
つのSP情報インスタンスを特定する前記NDMを生成するように構成されている、請求項7に
記載の装置。
【請求項１０】
　前記メッセージング論理は、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて別々のSP情
報インスタンスを特定する前記NDMを生成するように構成されている、請求項7に記載の装
置。
【請求項１１】
　前記メッセージング論理は、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて前記SP情報
のサイズを特定する前記NDMを生成するように構成されている、請求項7に記載の装置。
【請求項１２】
　前記出力論理は、制御チャネルを使用して前記NDMを配信するように構成されている、
請求項7に記載の装置。
【請求項１３】
　メディア・コンテンツを送信するために少なくとも１つの無線周波数（RF）を使用する
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多重周波数ネットワークにおけるシグナリング・パラメーター（SP）配信のための装置で
あって、前記装置は、
　前記多重周波数ネットワーク内でローカルエリアの上でコンテンツ・フローを送信する
ように作動する１つまたは複数の選択されたローカルエリア・オペレーション・インフラ
ストラクチャー（LOI）および前記１つまたは複数の選択されたLOIの各々のための１つま
たは複数の近隣のLOIを識別するための手段と、
　前記１つまたは複数の選択されたLOIおよびそれらのそれぞれの近隣のLOIを識別し、前
記１つまたは複数の選択されたLOIおよびそれらのそれぞれの近隣のLOIの各々と関連する
各々の無線周波数（RF）チャネルのためのSP情報を特定する近隣記述メッセージ（NDM）
を生成するための手段と、および
　前記１つまたは複数の選択されたLOIの各々の上で前記NDMを配信するための手段と
　を具備する装置。
【請求項１４】
　前記生成するための手段は、好ましくはFFTモード・インジケーター、パイロット・パ
ターン・インジケーター、およびサイクリック・プレフィックス長インジケーターの少な
くとも１つである１つまたは複数の物理層パラメーターを具備する前記SP情報を生成する
ための手段を具備する、請求項13に記載の装置。
【請求項１５】
　前記生成するための手段は、選択されたLOIと関連するすべてのRFチャネルについて１
つのSP情報インスタンスを特定する前記NDMを生成するための手段を具備する、請求項13
に記載の装置。
【請求項１６】
　前記生成するための手段は、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて別々のSP情
報インスタンスを特定する前記NDMを生成するための手段を具備する、請求項13に記載の
装置。
【請求項１７】
　前記生成するための手段は、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて１つのサイ
ズの前記SP情報を特定する前記NDMを生成するための手段を具備する、請求項13に記載の
装置。
【請求項１８】
　前記配信するための手段は、制御チャネルを使用して前記NDMを配信するための手段を
具備する、請求項13に記載の装置。
【請求項１９】
　メディア・コンテンツを送信するために少なくとも１つの無線周波数（RF）を使用する
多重周波数ネットワークにおけるシグナリング・パラメーター（SP）配信のための機械可
読記憶媒体であって、前記機械可読記憶媒体は、
　前記多重周波数ネットワーク内でローカルエリアの上でコンテンツ・フローを送信する
ように作動する１つまたは複数の選択されたローカルエリア・オペレーション・インフラ
ストラクチャー（LOI）および前記１つまたは複数の選択されたLOIの各々のための１つま
たは複数の近隣のLOIをコンピューターに識別させるための第1のコードセットと、
　前記１つまたは複数の選択されたLOIおよびそれらのそれぞれの近隣のLOIを識別し、前
記１つまたは複数の選択されたLOIおよびそれらのそれぞれの近隣のLOIの各々と関連する
各々の無線周波数（RF）チャネルのためのSP情報を特定する近隣記述メッセージ（NDM）
を前記コンピューターに生成させるための第２のコードセットと、および
　前記１つまたは複数の選択されたLOIの各々の上で前記NDMを前記コンピューターに配信
させるための第３のコードセットと
　を記憶する機械可読記憶媒体。
【請求項２０】
　前記第２のコードセットは、好ましくはFFTモード・インジケーター、パイロット・パ
ターン・インジケーター、およびサイクリック・プレフィックス長インジケーターの少な
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くとも１つである１つまたは複数の物理層パラメーターを具備する前記SP情報を前記コン
ピューターに生成させるように構成されている、請求項19に記載の機械可読記憶媒体。
【請求項２１】
　前記第２のコードセットは、選択されたLOIと関連するすべてのRFチャネルについて１
つのSP情報インスタンスを特定する前記NDMを前記コンピューターに生成させるように構
成されている、請求項19に記載の機械可読記憶媒体。
【請求項２２】
　前記第２のコードセットは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて別々のSP情
報インスタンスを特定する前記NDMを前記コンピューターに生成させるように構成されて
いる、請求項19に記載の機械可読記憶媒体。
【請求項２３】
　前記第２のコードセットは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて１つのサイ
ズの前記SP情報を特定する前記NDMを前記コンピューターに生成させるように構成されて
いる、請求項19に記載の機械可読記憶媒体。
【請求項２４】
　前記第３のコードセットは、制御チャネルを使用して前記コンピューターに前記NDMを
配信させるように構成されている、請求項19に記載の機械可読記憶媒体。
【請求項２５】
　シグナリング・パラメーター（SP）配信のために構成されている少なくとも１つの集積
回路であって、前記少なくとも１つの集積回路は、
　メディア・コンテンツを送信するために少なくとも１つの無線周波数（RF）を使用する
多重周波数ネットワーク内でローカルエリアの上でコンテンツ・フローを送信するように
作動する１つまたは複数の選択されたローカルエリア・オペレーション・インフラストラ
クチャー（LOI）および前記１つまたは複数の選択されたLOIの各々のための１つまたは複
数の近隣のLOIを識別するように構成されている第1のモジュールと、
　前記1つまたは複数の選択されたLOIおよびそれらのそれぞれの近隣のLOIを識別し、前
記1つまたは複数の選択されたLOIおよびそれらのそれぞれの近隣のLOIの各々と関連する
各々の無線周波数（RF）チャネルのためのSP情報を特定する近隣記述メッセージ（NDM）
を生成するように構成されている第2のモジュールと、および
　前記1つまたは複数の選択されたLOIの各々の上で前記NDMを配信するように構成されて
いる第3のモジュールと
　を具備する少なくとも1つの集積回路。
【請求項２６】
　前記第2のモジュールは、好ましくはFFTモード・インジケーター、パイロット・パター
ン・インジケーター、およびサイクリック・プレフィックス長インジケーターの少なくと
も1つである１つまたは複数の物理層パラメーターを具備する前記SP情報を生成するよう
に構成されている、請求項25に記載の少なくとも1つの集積回路。
【請求項２７】
　前記第2のモジュールは、選択されたLOIと関連するすべてのRFチャネルについて１つの
SP情報インスタンスを特定する前記NDMを生成するように構成されている、請求項25に記
載の少なくとも1つの集積回路。
【請求項２８】
　前記第2のモジュールは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて別々のSP情報イ
ンスタンスを特定する前記NDMを生成するように構成されている、請求項25に記載の少な
くとも1つの集積回路。
【請求項２９】
　前記第2のモジュールは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて１つのサイズの
前記SP情報を特定する前記NDMを生成するように構成されている、請求項25に記載の少な
くとも1つの集積回路。
【請求項３０】
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　前記第3のモジュールは、制御チャネルを使用して前記NDMを配信するように構成されて
いる、請求項25に記載の少なくとも1つの集積回路。
【請求項３１】
　メディア・コンテンツを送信するために少なくとも１つの無線周波数（RF）を使用する
多重周波数ネットワークにおけるシグナリング・パラメーター（SP）配信のための方法で
あって、前記方法は、
　ローカルエリアの上でコンテンツ・フローを送信するように作動する１つまたは複数の
ローカルエリア・オペレーション・インフラストラクチャー（LOI）および前記１つまた
は複数のLOIの1つまたは複数の近隣のLOIと関連する無線周波数（RF）チャネルを識別す
る近隣記述メッセージ（NDM）をデバイスが受信することと、ここにおいて、各々のRFチ
ャネルは、SP情報と関連させられている、
　選択されたRFチャネルと関連する選択されたSP情報を得るための要求を前記デバイスが
受信することと、
　前記NDMに基づいて、前記選択されたRFチャネルと関連する前記選択されたSP情報を前
記デバイスが決定することと、および
　前記選択されたSP情報を前記デバイスが出力することと
　を具備する方法。
【請求項３２】
　前記NDMを前記受信することは、制御チャネル上で前記NDMを受信することを具備する、
請求項31に記載の方法。
【請求項３３】
　前記NDMを前記受信することは、前記NDMを受信することを具備する、請求項31に記載の
方法であって、前記SP情報は、好ましくはFFTモード・インジケーター、パイロット・パ
ターン・インジケーター、およびサイクリック・プレフィックス長インジケーターの少な
くとも1つである１つまたは複数の物理層パラメーターを具備する、請求項31に記載の方
法。
【請求項３４】
　前記NDMを前記受信することは、前記NDMを受信することを具備する、請求項31に記載の
方法であって、前記NDMは、選択されたLOIと関連するすべてのRFチャネルについて１つの
SP情報インスタンスを特定する、請求項31に記載の方法。
【請求項３５】
　前記NDMを前記受信することは、前記NDMを受信することを具備する、請求項31に記載の
方法であって、前記NDMは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて別々のSP情報イ
ンスタンスを特定する、請求項31に記載の方法。
【請求項３６】
　前記NDMを前記受信することは、前記NDMを受信することを具備する、請求項31に記載の
方法であって、前記NDMは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて１つのサイズの
前記SP情報を特定する、請求項31に記載の方法。
【請求項３７】
　前記要求を前記受信することは、RFモニタリング論理から、前記選択されたSP情報を得
るための前記要求を受信することを具備する、請求項31に記載の方法。
【請求項３８】
　前記要求を前記受信することは、RFハンドオフ論理から、前記選択されたSP情報を得る
ための前記要求を受信することを具備する、請求項31に記載の方法。
【請求項３９】
　前記選択されたRFチャネルが前記選択されたRFチャネルをモニタリングするための所望
の配信波形を搬送するかどうかを決定するために前記選択されたSP情報を前記デバイスが
利用することをさらに具備する、請求項31に記載の方法。
【請求項４０】
　前記選択されたRFチャネル上で所望のコンテンツを獲得するための所望の配信波形を受
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信するために前記選択されたSP情報を前記デバイスが利用することをさらに具備する、請
求項31に記載の方法。
【請求項４１】
　メディア・コンテンツを送信するために少なくとも１つの無線周波数（RF）を使用する
多重周波数ネットワークにおけるシグナリング・パラメーター（SP）配信のための装置で
あって、前記装置は、
　ローカルエリアの上でコンテンツ・フローを送信するように作動する1つまたは複数の
ローカルエリア・オペレーション・インフラストラクチャー（LOI）および前記1つまたは
複数のLOIの1つまたは複数の近隣のLOIと関連する無線周波数（RF）チャネルを識別する
近隣記述メッセージ（NDM）を受信するように構成されているメッセージ復号器であって
、各々のRFチャネルは、SP情報と関連させられている、メッセージ復号器と、および
　選択されたRFチャネルと関連する選択されたSP情報を得るための要求を受信し、
　前記NDMに基づいて、前記選択されたRFチャネルと関連する前記選択されたSP情報を決
定し、および
　前記選択されたSP情報を出力する
　ように構成されている処理論理と
　を具備する装置。
【請求項４２】
　前記メッセージ復号器は、制御チャネル上で前記NDMを受信するように構成されている
、請求項41に記載の装置。
【請求項４３】
　前記SP情報は、好ましくはFFTモード・インジケーター、パイロット・パターン・イン
ジケーター、およびサイクリック・プレフィックス長インジケーターの少なくとも1つで
ある１つまたは複数の物理層パラメーターを具備する、請求項41に記載の装置。
【請求項４４】
　前記NDMは、選択されたLOIと関連するすべてのRFチャネルについて１つのSP情報インス
タンスを特定する、請求項41に記載の装置。
【請求項４５】
　前記NDMは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて別々のSP情報インスタンスを
特定する、請求項41に記載の装置。
【請求項４６】
　前記NDMは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて１つのサイズの前記SP情報を
特定する、請求項41に記載の装置。
【請求項４７】
　前記処理論理は、RFモニタリング論理から、前記選択されたSP情報を得るための前記要
求を受信するように構成されている、請求項41に記載の装置。
【請求項４８】
　前記処理論理は、RFハンドオフ論理から、前記選択されたSP情報を得るための前記要求
を受信するように構成されている、請求項41に記載の装置。
【請求項４９】
　前記処理論理は、前記選択されたRFチャネルが前記選択されたRFチャネルをモニタリン
グする所望の配信波形を搬送するかどうかを決定するために前記選択されたSP情報を利用
するように構成されている、請求項41に記載の装置。
【請求項５０】
　前記処理論理は、前記選択されたRFチャネル上で所望のコンテンツを獲得する所望の配
信波形を受信するために前記選択されたSP情報を利用するように構成されている、請求項
41に記載の装置。
【請求項５１】
　メディア・コンテンツを送信するために少なくとも１つの無線周波数（RF）を使用する
多重周波数ネットワークにおけるシグナリング・パラメーター（SP）配信のための装置で
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あって、前記装置は、
　ローカルエリアの上でコンテンツ・フローを送信するように作動する1つまたは複数の
ローカルエリア・オペレーション・インフラストラクチャー（LOI）および前記1つまたは
複数のLOIの1つまたは複数の近隣のLOIと関連する無線周波数（RF）チャネルを識別する
近隣記述メッセージ（NDM）を受信するための手段であって、各々のRFチャネルは、SP情
報と関連させられている、手段と、
　選択されたRFチャネルと関連する選択されたSP情報を得るための要求を受信するための
手段と、
　前記NDMに基づいて、前記選択されたRFチャネルと関連する前記選択されたSP情報を決
定するための手段と、および
　前記選択されたSP情報を出力するための手段と
　を具備する装置。
【請求項５２】
　前記NDMを前記受信するための手段は、制御チャネル上で前記NDMを受信するための手段
を具備する、請求項51に記載の装置。
【請求項５３】
　前記SP情報は、好ましくはFFTモード・インジケーター、パイロット・パターン・イン
ジケーター、およびサイクリック・プレフィックス長インジケーターの少なくとも1つで
ある１つまたは複数の物理層パラメーターを具備する、請求項51に記載の装置。
【請求項５４】
　前記NDMは、選択されたLOIと関連するすべてのRFチャネルについて１つのSP情報インス
タンスを特定する、請求項51に記載の装置。
【請求項５５】
　前記NDMは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて別々のSP情報インスタンスを
特定する、請求項51に記載の装置。
【請求項５６】
　前記NDMは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて１つのサイズの前記SP情報を
特定する、請求項51に記載の装置。
【請求項５７】
　前記要求を前記受信するための手段は、RFモニタリング論理から、前記選択されたSP情
報を得るための前記要求を受信するための手段を具備する、請求項51に記載の装置。
【請求項５８】
　前記要求を前記受信するための手段は、RFハンドオフ論理から、前記選択されたSP情報
を得るための前記要求を受信するための手段を具備する、請求項51に記載の装置。
【請求項５９】
　前記選択されたRFチャネルが前記選択されたRFチャネルをモニタリングする所望の配信
波形を搬送するかどうかを決定するために前記選択されたSP情報を利用するための手段を
さらに具備する、請求項51に記載の装置。
【請求項６０】
　前記選択されたRFチャネル上で所望のコンテンツを獲得する所望の配信波形を受信する
ために前記選択されたSP情報を利用するための手段をさらに具備する、請求項51に記載の
装置。
【請求項６１】
　メディア・コンテンツを送信するために少なくとも１つの無線周波数（RF）を使用する
多重周波数ネットワークにおけるシグナリング・パラメーター（SP）配信のための機械可
読記憶媒体であって、前記機械可読記憶媒体は、
　ローカルエリアの上でコンテンツ・フローを送信するように作動する１つまたは複数の
ローカルエリア・オペレーション・インフラストラクチャー（LOI）および前記１つまた
は複数のLOIの１つまたは複数の近隣のLOIと関連する無線周波数（RF）チャネルを識別す
る近隣記述メッセージ（NDM）をコンピューターに受信させるための第1のコードセットと
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、ここにおいて、各々のRFチャネルは、SP情報と関連させられている、
　選択されたRFチャネルと関連する選択されたSP情報を得るための要求を前記コンピュー
ターに受信させる
ための第2のコードセットと
　前記NDMに基づいて、前記選択されたRFチャネルと関連する前記選択されたSP情報を前
記コンピューターに決定させるための第3のコードセットと、および
　前記選択されたSP情報を前記コンピューターに出力させるための第４のコードセットと
　を記憶する機械可読記憶媒体。
【請求項６２】
　前記第１のコードセットは、制御チャネル上で前記NDMを前記コンピューターに受信さ
せるように構成されている、請求項61に記載の機械可読記憶媒体。
【請求項６３】
　前記SP情報は、好ましくはFFTモード・インジケーター、パイロット・パターン・イン
ジケーター、およびサイクリック・プレフィックス長インジケーターの少なくとも１つで
ある１つまたは複数の物理層パラメーターを具備する、請求項61に記載の機械可読記憶媒
体。
【請求項６４】
　前記NDMは、選択されたLOIと関連するすべてのRFチャネルについて１つのSP情報インス
タンスを特定する、請求項61に記載の機械可読記憶媒体。
【請求項６５】
　前記NDMは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて別々のSP情報インスタンスを
特定する、請求項61に記載の機械可読記憶媒体。
【請求項６６】
　前記NDMは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて１つのサイズの前記SP情報を
特定する、請求項61に記載の機械可読記憶媒体。
【請求項６７】
　前記第２のコードセットは、RFモニタリング論理から、前記選択されたSP情報を得るた
めの前記要求を前記コンピューターに受信させるように構成されている、請求項61に記載
の機械可読記憶媒体。
【請求項６８】
　前記第２のコードセットは、RFハンドオフ論理から、前記選択されたSP情報を得るため
の前記要求を前記コンピューターに受信させるように構成されている、請求項61に記載の
機械可読記憶媒体。
【請求項６９】
　前記選択されたRFチャネルが前記選択されたRFチャネルをモニタリングする所望の配信
波形を搬送するかどうかを決定するために前記選択されたSP情報を前記コンピューターに
利用させるための第5のコードセットをさらに具備する、請求項61に記載の機械可読記憶
媒体。
【請求項７０】
　前記選択されたRFチャネル上で所望のコンテンツを獲得する所望の配信波形を受信する
ために、前記選択されたSP情報を前記コンピューターに利用させるための第5のコードセ
ットをさらに具備する、請求項61に記載の機械可読記憶媒体。
【請求項７１】
　メディア・コンテンツを送信するために少なくとも１つの無線周波数（RF）を使用する
多重周波数ネットワークにおけるシグナリング・パラメーター（SP）配信のために構成さ
れている少なくとも1つの集積回路であって、前記少なくとも1つの集積回路は、
　ローカルエリアの上でコンテンツ・フローを送信するように作動する1つまたは複数の
ローカルエリア・オペレーション・インフラストラクチャー（LOI）および前記1つまたは
複数のLOIの1つまたは複数の近隣のLOIと関連する無線周波数（RF）チャネルを識別する
近隣記述メッセージ（NDM）を受信するように構成されている第１のモジュールであって
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、各々のRFチャネルは、SP情報と関連させられている、第１のモジュールと、
　選択されたRFチャネルと関連する選択されたSP情報を得るための要求を受信するように
構成されている第2のモジュールと、
　前記NDMに基づいて、前記選択されたRFチャネルと関連する前記選択されたSP情報を決
定するように構成されている第3のモジュールと、および
　前記選択されたSP情報を出力するように構成されている第4のモジュールと
　を具備する少なくとも1つの集積回路。
【請求項７２】
　前記第1のモジュールは、制御チャネル上で前記NDMを受信するように構成されている、
請求項71に記載の少なくとも1つの集積回路。
【請求項７３】
　前記SP情報は、好ましくはFFTモード・インジケーター、パイロット・パターン・イン
ジケーター、およびサイクリック・プレフィックス長インジケーターの少なくとも1つで
ある１つまたは複数の物理層パラメーターを具備する、請求項71に記載の少なくとも1つ
の集積回路。
【請求項７４】
　前記NDMは、選択されたLOIと関連するすべてのRFチャネルについて１つのSP情報インス
タンスを特定する、請求項71に記載の少なくとも1つの集積回路。
【請求項７５】
　前記NDMは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて別々のSP情報インスタンスを
特定する、請求項71に記載の少なくとも1つの集積回路。
【請求項７６】
　前記NDMは、前記NDMに含まれる各々のRFチャネルについて１つのサイズの前記SP情報を
特定する、請求項71に記載の少なくとも1つの集積回路。
【請求項７７】
　前記第2のモジュールは、RFモニタリング論理から、前記選択されたSP情報を得るため
の前記要求を受信するように構成されている、請求項71に記載の少なくとも1つの集積回
路。
【請求項７８】
　前記第２のモジュールは、RFハンドオフ論理から、前記選択されたSP情報を得るための
前記要求を受信するように構成されている、請求項71に記載の少なくとも1つの集積回路
。
【請求項７９】
　前記選択されたRFチャネルが前記選択されたRFチャネルをモニタリングする所望の配信
波形を搬送するかどうかを決定するために前記選択されたSP情報を利用するように構成さ
れている第5のモジュールをさらに具備する、請求項71に記載の少なくとも1つの集積回路
。
【請求項８０】
　前記選択されたRFチャネル上で所望のコンテンツを獲得する所望の配信波形を受信する
ために前記選択されたSP情報を利用するように構成されている第5のモジュールをさらに
具備する、請求項71に記載の少なくとも1つの集積回路。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の参照】
【０００１】
　本件特許出願は、2007年7月20日付けで出願された「Method and Apparatus for Suppor
ting System Parameter information for Neighboring Radio Frequencies」という名称
の米国仮出願第60/951,056号に基づいて優先権を主張するものであって、当該米国仮出願
は、本件出願の被譲渡人に譲渡され、参照によって、本件出願の明細書に明白に組み込ま
れている。
【背景技術】
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【０００２】
　ワイヤレス通信ネットワークのようなデータ・ネットワークは、単一の端末のためにカ
スタム化されるサービスと多くの端末に提供されるサービスとの間でトレード・オフしな
ければならない。例えば、多くのリソース制限のある移動可能デバイス（加入者）へのマ
ルチメディア・コンテンツの配信は、複雑な問題である。したがって、ネットワーク・オ
ペレーター、コンテンツ販売業者、およびサービス・プロバイダーにとって、コンテンツ
および／または他のネットワーク・サービスを高速かつ効率的にかつ帯域幅利用性と電力
効率性を向上させるような方法で配信する方法を持っていることが重要である。
【０００３】
　多重周波数ネットワーク（MFN）は、メディア・コンテンツを送信するために１つまた
は複数の無線周波数（RF）（またはRFチャネル）が使用されるネットワークである。MFN
の１つのタイプは、水平多重周波数ネットワーク（HMFN）である。ここにおいて、配信波
形は、異なるローカルエリア内の同じまたは異なるRF上で送信される。同じまたは異なる
コンテンツは、そのようなローカルエリア内の１つまたは複数のRFチャネル上で搬送され
る配信波形の一部として送信されてもよい。MFNの他のタイプは、垂直MFNである。ここに
おいて、RFチャネルは、（より多くのコンテンツをデバイス／エンド・ユーザーに配信す
る能力の観点での）ネットワークの容量を増加することを目的に、独立配信波形を送信す
るための所与のローカルエリア内で使用される。MFNの配備は、あるエリア内にVMFNを具
備し、およびある他のエリア内にHMFNを具備するものであってもよい。
【０００４】
　典型的なVMFNにおいて、ローカル・オペレーション・インフラストラクチャー（LOI）
は、選択された地理的エリア内の複数のRFチャネル上で複数の配信波形を送信するように
作動する送信サイトを具備する。各々の配信波形は、レンダリングをするために受信デバ
イスにおいて選択されることができる１つまたは複数のコンテンツ・フローを具備しても
よい。近傍のLOIは、同じまたは異なるRFチャネルを利用してもよい。
【０００５】
　一般に、MFN内のコンテンツ配信は、異なるLOIにおいて物理層パラメーターを含む異な
るシグナリング・パラメーター（SP）を利用することができる１つまたは複数のRFチャネ
ル上で生じる。SP情報は、MFN内のRFチャネルと関連させられてもよい様々な送信特性を
記述する。したがって、SP情報は、MFN内の同じまたは異なるLOIにおいて搬送されるRFチ
ャネルにわたって異なる場合がある。したがって、特定のRFチャネル上でコンテンツを受
信するように試みるデバイスは、コンテンツを受信するためにそのRFチャネルについての
正確なSP情報を利用する必要がある。
【０００６】
　典型的に、デバイスは、MFN内のある領域から他の領域に移動する際、所望のコンテン
ツ・フローを搬送する利用可能なRFチャネルの間でデバイスが切り替わることを可能にす
るために、RFハンドオフが行なわれる。これらの利用可能なRFチャネルは、異なるLOIに
属してもよく、また、異なるSP情報を利用してもよい。デバイスは、所望のコンテンツ・
フローを獲得するために、現在のLOIにおける他のRFへのRFハンドオフを行なうこともで
きる。ハンドオフを容易にするために、デバイスは、ハンドオフを行うための十分な信号
強度でこれらのRFチャネルが受信されることができるかどうかを決定するために、現在の
および近隣の領域内のRFチャネルを積極的にモニターしてもよい。RFモニタリングの間に
強い信号強度を有すると決定されたRFチャネルが所望の配信波形を必ずしも搬送するわけ
ではないことに留意せよ。SP情報の知識は、強い信号強度を有するが所望の配信波形を搬
送しないRFチャネルを削除することによってRFモニタリングの有効性を向上することがで
きる。典型的に、デバイスが、選択されたRFチャネルにチューニングし、そのRFチャネル
と関連するSP情報を得ることを可能にするために初期化メカニズムが提供される。次に、
RFチャネル上で所望のコンテンツ・フローを受信するためにRFチャネルの送信特性を決定
するために、SP情報が使用されることができる。このプロセスは、RFハンドオフ・プロセ
スに追加のレイテンシーを加える場合がある。例えば、複数のRFチャネルを有するMFNに
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おいて、所望のコンテンツ・フローを受信するためには、デバイスが、いくつかのRFチャ
ネルをチューニングして、これらのチャネルの関連するSP情報を得ることが必要になるか
もしれない。残念なことに、このプロセスは、デバイスの電力消費の観点から有効的では
なく、エンド・ユーザー経験の観点からも望ましくない。
【０００７】
　したがって、RFチャネル・モニタリングおよびハンドオフを容易にするために、MFN内
のRFチャネルと関連するSP情報をデバイスが得ることを可能にするように作動するシステ
ムを有することが望ましい。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　本件明細書において説明される前述の態様は、以下の「発明の詳細な説明」が添付の図
面とともに取り上げられるとき、その「発明の詳細な説明」を参照することによっていっ
そう容易に明白なものとなろう。
【図１】図１は、SP配信システムの態様における使用のためのMFNの複数のLOIにおいてSP
情報がどのように提供されるかを例示するネットワークの一例を図示する。
【図２】図２は、SP配信システムの態様における使用のための送信フレームの一例の図を
図示する。
【図３】図３は、SP配信システムの態様における使用のためのSP論理の一例を図示する。
【図４】図４は、SP配信システムの態様における使用のための近隣の配信メッセージの一
例を例示する図を示す。
【図５】図５は、SP配信システムの態様における使用のためのSP_infoの一例を図示する
。
【図６】図６は、SP配信システムの態様における使用のために近隣記述メッセージを生成
するための方法の一例を図示する。
【図７】図７は、SP配信システムの態様における使用のためのSP獲得論理の一例を図示す
る。
【図８】図８は、SP配信システムの態様における使用のためのMFN内のRFチャネルと関連
するSP情報を獲得するための方法の一例を図示する。
【図９】図９は、SP配信システムの態様における使用のためのSP論理の一例を図示する。
【図１０】図10は、SP配信システムの態様における使用のためのSP獲得論理の一例を図示
する。
【発明の詳細な説明】
【０００９】
　１つまたは複数の態様において、多重周波数ネットワーク内の１つまたは複数のRFチャ
ネルと関連するSP情報を配信するように作動するSP配信システムが提供される。このSP配
信システムは、デバイスが高速かつ効率的な方法で現在および近隣のLOIにおけるRFチャ
ネルと関連するSP情報を得ることを可能にする。どのRFチャネルが強い信号強度で所望の
波形を搬送するのか、すなわちどのRFチャネルがRFハンドオフの目的のために望ましいの
かを決定するために、前記デバイスは、受信したSP情報を利用することによって、現在の
LOIおよび隣のLOIの中のRFチャネルを効果的かつ効率的にモニターすることができる。デ
バイスはまた、SP情報獲得によって生じる追加の遅れを削除することによって新しいRFチ
ャネルへのハンドオフを行なった後に、効率的な方法で所望のコンテンツ・フローを受信
するために、受信したSP情報を利用することができる。ある態様において、SP配信システ
ムは、特定のLOIおよびその近隣のLOIに属するRFチャネルに関連するSP情報を集約する。
システムは、多重周波数ネットワーク内の特定のLOIおよびその近隣のLOIに属するRFチャ
ネルのための（または他の選択された一群のLOIおよびそれらの近隣のLOIのための）SP情
報を具備するNDMを生成する。NDMは、その後、それぞれのLOIにおける送信機に配信され
、次に、送信機は、それらのカバレッジ・エリア内のデバイスに配信波形の一部としてND
Mを送信する。
【００１０】
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　NDMを受信するデバイスは、現在のLOIの近隣のLOIのセットと、その現在のLOIおよびそ
の近隣のLOIにおいて利用可能なRFチャネルと関連するSP情報とを決定することができる
。現在および近隣のLOIにおけるRFチャネルと関連するSP情報をNDMが提供するので、デバ
イスは、関連するSP情報を得るために各々のRFチャネルに個々にチューニングされる必要
はない。したがって、NDMから近隣のRFチャネルのためのSP情報を得ることによって、デ
バイスは、RFハンドオフの目的のためにRFチャネルを有効的にモニターすることができ、
また、新しいRFへハンドオフを行なった後に所望のコンテンツ・フローを効率的に獲得す
ることができる。より高速で、かつより電力の効率的なRFハンドオフを達成するために、
獲得したSP情報が使用されてもよい。
【００１１】
　本システムは、ワイヤレス・ネットワーク環境における使用に適しているが、任意のタ
イプのネットワーク環境の中で使用されてもよい。そのようなネットワーク環境には、通
信ネットワーク、公衆ネットワーク（例えば、インターネット）、私設ネットワーク（例
えば、仮想私設ネットワーク（VPN））、ローカルエリア・ネットワーク、ワイドエリア
・ネットワーク、長距離ネットワーク、または他のタイプのデータ・ネットワークなどが
含まれるが、これらに限られるものではない。
【００１２】
　SP配信システムの態様について説明するために、本件明細書において次の定義が使用さ
れる。
【００１３】
１．ローカルエリア－１つのビル、一群のビル、コミュニティ、市、郡、またはサービス
がブロードキャストされうる他の地域のようなローカルな地理的なエリアをいう。
【００１４】
２．ワイドエリア－郡、州、多数の都市、国、多数の国々、またはサービスがブロードキ
ャストされうる他の広い地域のような広い地理的エリアをいう。
【００１５】
３．マルチプレクス－一群のコンテンツ・フローをいう。
【００１６】
4．ワイドエリア・マルチプレクス－少なくとも１つの広いエリア上でブロードキャスト
される一群のコンテンツ・フローをいう。
【００１７】
5．ローカルエリア・マルチプレクス－少なくとも１つのローカルエリアの上でブロード
キャストされる一群のコンテンツ・フローをいう。
【００１８】
6．ワイドエリア・オペレーション・インフラストラクチャー（WOI）－ワイドエリア上で
コンテンツ・フローを送信するように作動する一群の送信機および関連するシステムをい
う。WOIは、ワイドエリア・マルチプレクスを搬送することができる最小の地理的エリア
へマップする。ワイドエリア・マルチプレクスは、１つまたは複数のWOIの上でブロード
キャストされることができる。
【００１９】
7．ローカルエリア・オペレーション・インフラストラクチャー（LOI）－ローカルエリア
の上でコンテンツ・フローを送信するように作動する一群の送信機および関連するシステ
ムをいう。LOIは、ローカルエリア・マルチプレクスを搬送することができる最小の地理
的ローカルエリアへマップする。ローカルエリア・マルチプレクスは、１つまたは複数の
LOI上でブロードキャストされることができる。
【００２０】
8．RFチャネル－選択されたLOI上でコンテンツ配信波形を搬送するために使用されるRF周
波数をいう。
【００２１】
　次の頭文字は、本件明細書において、SP配信選択システムの態様を説明するために使用
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される。
【００２２】
LM－ローカルエリア・マルチプレクス
WM－ワイドエリア・マルチプレクス
NOC－ネットワーク・オペレーション・センター
LOI－ローカル・オペレーション・インフラストラクチャー
NDM－近隣記述メッセージ
SP－シグナリング・パラメーター
FFT－高速フーリエ変換
OFDM－直交周波数分割多重
WOI－ワイドエリア・オペレーション・インフラストラクチャー
【００２３】
　図１は、SP配信システムの態様における使用のためのMFNの複数のLOIにおいてSP情報が
どのように提供されるかを例示するネットワーク100の一例を図示する。例えば、ネット
ワーク100は、各々が多重周波数ネットワークの１つのLOI（LOI１、LOI2、LOI3、およびL
OI４をそれぞれ）を具備する4つのWOI（WOI１、WOI2、WOI3,およびWOI4）を具備する。各
々のLOI内において、コンテンツを送信するために１つまたは複数のRFチャネルが使用さ
れる。各々のRFチャネルは、そのRFチャネル上で送信される配信波形をデバイスが速く受
信することを可能にするために使用されてもよいSP情報と関連させられている。LOI１、L
OI2、LOI3、およびLOI4は、ネットワーク100において図示されるように近隣のLOIである
。LOI1の近隣はLOI２であり、LOI２の近隣はLOI1、LOI3、およびLOI4であり、LOI3の近隣
はLOI2であり、およびLOI4の近隣は、LOI２である。
【００２４】
　ネットワーク100は、多重周波数ネットワークの選択されたワイドおよびローカルエリ
アにわたって配信するためにワイドおよびローカル・コンテンツ・マルチプレクスを受信
するように作動するネットワーク・オペレーション・センター（NOC）102を具備する。NO
C102はまた、そのコンテンツを配信するために多重周波数ネットワークを構成するように
作動する。これを達成するために、NOC102は、LOIによってカバーされるネットワークの
地理的領域、各々の領域内で使用されるRFチャネル、およびネットワークを構成するため
およびワイドおよびローカルエリア・コンテンツ・マルチプレクスを配信するために必要
であってもよい任意の他のネットワーク情報を知っている。ネットワーク100は、任意の
数のLOIを具備してもよいことに留意するべきである。
【００２５】
　ある態様において、NOC102は、SP論理104を具備する。SP論理104は、MFN内の各々のLOI
におけるRFチャネルおよびその近隣のLOIにおけるRFチャネルと関連するSP情報を集計す
るように作動する。ある態様において、SP論理104は、特定のLOIと関連する近隣のLOIの
リストと、特定のLOIおよびその近隣のLOIのRFチャネルに関連するSP情報とを提供するよ
うに構成されているNDMメッセージを生成するように作動する。他の態様において、NDMメ
ッセージは、近隣のLOIのリストと、任意の選択された一群のLOIのためのRFチャネルと関
連するSP情報とを提供するように構成されている。SP論理104によって生成されるNDMメッ
セージのより詳細な説明が本件明細書の他のセクションにおいて提供されている。
【００２６】
　NOC102は、ネットワーク100内のLOIにワイドおよびローカルエリア・マルチプレクスお
よび生成されたNDMを送信するように作動する。4つのLOIのみが表示されているが、NOC10
2は、任意の数のLOIにマルチプレクスおよび関連するNDMを送信することができることに
留意するべきである。
【００２７】
　ある態様において、LOI1、LOI2、LOI3、およびLOI4は、１つまたは複数の送信機サイト
を具備する。例えば、LOI１は、送信機サイト106を具備する。各々の送信機サイトは、そ
のそれぞれのLOIにわたって、選択されたRFチャネル上で配信波形を送信するように作動
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する。各々の送信機サイトは、108において例示されるように１つまたは複数のサーバー
を具備することに留意するべきである。
【００２８】
　ある態様において、NOC102は、任意の適切な輸送メカニズムを使用して送信機サイトに
コンテンツ・マルチプレクスおよびNDMを送信するように作動する。例えば、110において
例示されるように、コンテンツ・マルチプレクスおよびNDMは、各々の送信機サイトと関
連するサーバーに送信される。ある態様において、NOC102は、MPEG-2輸送メカニズムを使
用して送信機サイトにコンテンツ・マルチプレクスおよびNDMメッセージを送信する。こ
の構成において、マルチプレクスおよびNDMメッセージは、MPEG-2輸送識別子を割り当て
られる。これにより、各々の送信機サイトにおけるサーバーは、それらに向けられた選択
されたコンテンツ・マルチプレクスおよびNDMメッセージをそれぞれ検出および受信する
ことができる。
【００２９】
　送信機サイトにおけるサーバーは、どのマルチプレクスおよびNDMメッセージが送信機
サイトにおけるサーバーのそれぞれのLOI上で配信するように送信機サイトにおけるサー
バーのために意図されているかを決定するために輸送識別子を使用する。サーバーは、そ
の後、選択されたRFチャネル上で送信するために送信フレームの中にそれらのそれぞれの
マルチプレクスおよびNDMメッセージをパックするように作動する。サーバーは、送信の
ための送信フレームの中にマルチプレクスおよびNDMメッセージをパックするために任意
の適切な物理層プロセスを利用する。それらのそれぞれのLOI上で送信するように意図さ
れるマルチプレクスおよびNDMメッセージを決定するために輸送識別子を使用することに
よって、送信機サイトにおけるサーバーは、マルチプレクスまたはNDMメッセージのいず
れも復号する必要がない。サーバーは、単に適切な輸送識別子を検出し、次に、物理層プ
ロセスにしたがって、送信フレームの中に識別されたマルチプレクスおよびNDMメッセー
ジをパックする。
【００３０】
　送信フレームは、ワイドおよびローカルエリア・マルチプレクスと関連するコンテンツ
・フローおよびSP論理104によって生成されたNDMメッセージを具備する。ある態様におい
て、送信フレームは、ワイドおよびローカルエリア・コンテンツ・フローを搬送するため
に使用されるワイドおよびローカルエリア・データ分割をそれぞれ具備する。加えて、ワ
イドおよびローカル分割は、ワイドおよびローカルエリア制御チャネルを具備する。ある
態様において、各々のLOIにおけるデバイスにSP論理104によって生成されたNDMメッセー
ジを配信するためにローカルエリア制御チャネルが使用される。
【００３１】
　ある態様において、送信機サイトは、指定されたRFチャネルを使用してそれらのそれぞ
れのLOI上で送信フレームを送信する。複数のRFチャネルを使用することによって、ネッ
トワーク100は、そのようなLOI上でより多くのコンテンツ・フローを送信することができ
る。LOI内の送信機サイトは、任意の所望の距離によって相互に位置されるかまたは分離
されてもよいことに留意するべきである。各々のLOIは近隣のLOIの異なるセットを有し、
各々の近隣のLOIは異なるRFチャネルと送信コンテンツをスクランブル解除するスクラン
ブル解除シーケンスとに関連させられるかもしれないので、各々のLOI上で配信されるNDM
は、それぞれ異なるものであるかもしれない、ということに留意するべきである。
【００３２】
　LOI２において作動するデバイス112は、チャネルRF2上で配信波形を受信するようにチ
ューニングされる。デバイス112の詳細が114において図示される。デバイス112は、送信
フレームのシーケンスを具備する配信波形を受信するために、選択されたRFチャネルにチ
ューニングするように作動する受信機116を具備する。受信される送信フレームは、LOI２
における配信のためにSP論理104によって生成されたNDMを搬送するローカル制御チャネル
を具備する。NDMは、現在のLOI（つまり、LOI２）のための近隣のLOIのリストおよび現在
のLOI（つまり、LOI２）およびその近隣のLOI（つまり、LOI1、LOI3、およびLOI4）にお
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けるRFチャネルと関連するSP情報を具備する。
【００３３】
　120において例示されるように、受信機116は、受信したNDMをSP獲得論理118に渡す。受
信機116はまた、LOI2においてRF2と関連する受信したコンテンツをスクランブル解除し、
デバイス・ユーザーのためにコンテンツをレンダリングするように作動する復号器122に
スクランブル解除したコンテンツを渡す。
【００３４】
　SP獲得論理118は、NDMを受信するように作動する。NDMは、所与のLOI（つまり、LOI2）
のための近隣のLOIのリストと、所与のLOIおよびその近隣のLOIにおけるRFチャネルと関
連するSP情報とを識別する。この情報から、SP獲得論理118は、RFチャネル間のマッピン
グと、現在のLOIおよび現在のLOIの各々の近隣のLOIにおいて使用されるSP情報とを記憶
するように作動する。
【００３５】
　ある態様において、RFチャネル・モニタリング論理124は、モニターされるべき選択さ
れたRFチャネルを示すRFチャネル識別子を受信する。例えば、選択されたRFチャネルの信
号強度が決定される。RFチャネル・モニタリング論理124は、SP獲得論理118から、選択さ
れたRFチャネルと関連する適切なSP情報を得るように作動し、126において表示されるよ
うに受信機116にこれらのパラメーターを渡す。受信機116は、受信したSP情報を使用して
、選択されたRFチャネルの強度をモニターするように作動し、RFチャネル・モニタリング
論理124に信号強度識別子128を渡す。RFチャネル・モニタリング論理124は、その後、受
信デバイス112において他の論理に選択されたRFチャネルのための信号強度識別子を渡す
。例えば、受信デバイス112におけるハンドオフ論理130は、RFチャネル・モニタリング論
理124にいくつかのRFチャネル識別子を提供することによって、ハンドオフの目的のため
に各々のRFチャネルの信号強度がモニターされてもよい。
【００３６】
　ハンドオフ論理130は、所望のコンテンツを受信するために、選択されたRFへのハンド
オフを行うためにRFチャネル識別子を受信する。ハンドオフ論理130は、SP獲得論理118か
ら、選択されたRFチャネルと関連する適切なSP情報を得るように作動し、132において図
示されるように受信機116にこれらのパラメーターを渡す。受信機116は、受信したSP情報
を使用して、選択されたRFチャネル上の所望のコンテンツを獲得するように作動する。
【００３７】
　したがって、SP配信システムは、多重周波数ネットワークにおいてSP情報を配信するた
めに以下の機能のうちの１つまたは複数を行なうよう作動する。
【００３８】
１．多重周波数ネットワークの構成を決定する。
【００３９】
２．多重周波数ネットワークのRFチャネルと関連するSP情報を決定する。
【００４０】
３．特定のLOIと関連する近隣のLOIのリストと、特定のLOIおよびその近隣のLOIのRFチャ
ネルと関連するSP情報を提供するように構成されているNDMメッセージを生成する。
【００４１】
４．多重周波数ネットワークにわたってNDMメッセージを配信する。
【００４２】
　さらに、SP配信システムは、多重周波数ネットワークにおいてSP情報を獲得するために
以下の機能のうちの１つまたは複数を行なうよう作動する。
【００４３】
１．現在のおよび近隣のLOIにおける利用可能なRFチャネルのリストを（受信したNDMにお
ける情報から）得る。
【００４４】
２．現在のおよび近隣のLOIにおける利用可能なRFチャネルのリストと関連するSP情報を
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（受信したNDMにおける情報から）得る。
【００４５】
３．RFモニタリング、RFハンドオフまたはいくつかの他の機能を行うために１つまたは複
数のRFチャネル識別子を受信する。
【００４６】
４．１つまたは複数のRFチャネル識別子のための適切なSP情報を得る。
【００４７】
５．要求する論理にSP情報を出力する。
【００４８】
６．要求する論理は、次に、RFモニタリング、RFハンドオフ、またはいくつかの他の機能
を行なうために１つまたは複数のRFチャネル識別子のためのSP情報を利用する。
【００４９】
　したがって、様々な態様において、（SP論理104およびSP獲得論理118を具備する図1に
おいて例示される例において）多重周波数ネットワーク内で配信するために、SP配信シス
テムは、所与のLOIおよびその近隣のLOIおよび関連するSP情報を具備するNDMを集めるよ
うに作動する。NDMを受信するデバイスは、現在のおよび近隣のLOIにおけるRFチャネルと
関連するSP情報を得ることができ、選択されたRFチャネルを効果的にモニターし、効率的
な方法でRFハンドオフを行なうためにSP情報を使用してもよい。
【００５０】
　図２は、SP配信システムの態様における使用のための送信フレーム200の一例を図示す
る。例えば、送信フレーム200は、ワイドおよびローカルエリア・コンテンツ・マルチプ
レクスおよびNDMメッセージによりパックされてもよい。送信フレーム200は、図1におい
て図示される送信機サイトのうちの１つまたは複数により送信されてもよい。
【００５１】
　202において一般に図示されている送信フレーム200は、ワイドおよびローカルエリア・
コンテンツ・マルチプレクスを搬送するために使用される4つのサブフレームを具備する
。例えば、各々のサブフレーム202は、ワイドエリア・コンテンツ・マルチプレクスによ
りパックされるワイドエリア分割204、およびローカルエリア・コンテンツ・マルチプレ
クスによりパックされるローカルエリア分割206を具備する。
【００５２】
　ワイドエリア分割204には、ワイドエリア制御チャネル208が含まれる。ワイドエリア制
御チャネル208は、ワイドエリア・コンテンツ・マルチプレクスに関係するメッセージを
搬送するように作動する。ローカルエリア分割206には、ローカルエリア制御チャネル210
が含まれる。ローカルエリア制御チャネル210は、ローカルエリア・コンテンツ・マルチ
プレクスに関係するメッセージを搬送するように作動する。ある態様において、ローカル
エリア制御チャネルは、本件明細書において説明されるようにSP情報を具備するNDMメッ
セージを搬送するために使用される。
【００５３】
　送信フレーム200の最初にあるのは、サブフレーム202の中にパックされる、ワイドエリ
ア制御チャネル、ローカルエリア制御チャネル、およびワイドおよびローカルエリア・コ
ンテンツ・マルチプレクスを設置するために使用されるオーバーヘッド情報を提供するオ
ーバーヘッド情報シンボル（OIS）212である。OIS212は、ワイド・オーバーヘッド情報シ
ンボル（WOIS）およびローカル・オーバーヘッド情報シンボル（LOIS）を具備する。
【００５４】
　図３は、SP配信システムの態様における使用のためのSP論理300の一例を図示する。例
えば、SP論理300は、図1において図示されているSP論理104として使用するのに適してい
る。SP論理300は、メッセージング論理302、マルチプレクス入力論理304、および出力論
理306を具備する。これらは、すべてデータ・バス308に結合されている。
【００５５】
　多重入力論理304は、CPU、プロセッサー、ゲートアレー、ハードウェア論理、メモリー



(17) JP 5356381 B2 2013.12.4

10

20

30

40

50

・エレメント、および／またはソフトウェアを実行するハードウェアの少なくとも１つを
具備する。多重入力論理304は、多重周波数配信ネットワークのワイドおよびローカル領
域にわたって配信されるべき１つまたは複数のワイドおよび／またはローカルエリア・マ
ルチプレクス310を受信するように作動する。
【００５６】
　メッセージング論理302は、CPU、プロセッサー、ゲートアレー、ハードウェア論理、メ
モリー・エレメント、および／またはソフトウェアを実行するハードウェアの少なくとも
１つを具備する。メッセージング論理302は、SP配信システムの態様における使用のため
にメッセージを生成するように作動する。メッセージング論理302は、多重周波数配信ネ
ットワークにおけるLOI内の近隣関係情報へのアクセスを有する。例えば、メッセージン
グ論理302は、NOC102からネットワーク情報314を受信する。ある態様において、メッセー
ジング論理302は、所与のLOIのための１つまたは複数の近隣のLOIと、所与のLOIおよびそ
の近隣のLOIにおいて使用されるRFチャネルと関連するSP情報を識別する１つまたは複数
のNDMメッセージを生成する。他の態様において、メッセージング論理302は、任意の選択
された一群のLOIのためのNDMメッセージを生成する。NDMメッセージのより詳細な説明が
本件明細書の他のセクションにおいて提供される。
【００５７】
　出力論理306は、CPU、プロセッサー、ゲートアレー、ハードウェア論理、メモリー・エ
レメント、および／またはソフトウェアを実行するハードウェアの少なくとも１つを具備
する。出力論理306は、多重周波数ネットワーク内のLOIに配信するためにコンテンツ・マ
ルチプレクスおよびNDMメッセージ（312に図示されている）を出力するように作動する。
例えば、出力論理306は、任意のタイプの輸送メカニズムを使用して多重周波数ネットワ
ーク内の送信機サイトに受信されるコンテンツ・マルチプレクス310およびメッセージン
グ論理302によって生成されたNDMメッセージを出力するように作動する。
【００５８】
　ある態様において、SP配信システムは、機械可読媒体上で具体化されるまたは記憶され
る１つまたは複数のプログラム命令（「命令」）または１セットの「コード」を有するコ
ンピューター・プログラム・プロダクトを具備する。コードが少なくとも１つのプロセッ
サー（例えば、メッセージング論理302におけるプロセッサー）によって実行されるとき
、コードは、本件明細書において説明される機能をコンピューターに提供させる。例えば
、１セットのコードは、フレキシブル・ディスク、CDROM、メモリーカード、FLASHメモリ
ー・デバイス、RAM、ROM、またはSP論理300にインターフェースする任意の他のタイプの
メモリー・デバイスまたは機械可読媒体のような機械可読媒体上で具体化されてもよい。
他の態様において、１セットのコードは、外部のデバイスまたはネットワーク・リソース
からSP論理300内にダウンロードされてもよい。１セットのコードは、実行されるとき、
本件明細書において説明されるようなSP配信システムの態様を提供する。
【００５９】
　図4は、SP配信システムの態様における使用のための近隣記述メッセージ400の一例を例
示する図を図示する。例えば、NDM400は、図3において図示されるメッセージング論理302
によって生成される。
【００６０】
　ある態様において、NDM400は、各々のLOIのために別々に生成され、選択されたLOIおよ
びその近隣のLOIと関連するRFチャネルのリストを提供するように構成されている。他の
態様において、NDM400は、選択された一群のLOI（近隣のLOIであってもそうでなくてもよ
い）のために生成され、および選択された一群のLOI内のLOIの各々のためのすべての近隣
のLOIを含む。NDM400において記述されるRFチャネルの各々は、その独自のSP情報と関連
させられている。以下の記述は、NDM400内に含まれるパラメーターの説明である。
【００６１】
　NDM400は、NDMメッセージ400を識別するメッセージ・ヘッダー402を具備する。NDM400
はまた、NDM400において提供されるSP情報（SP_Info）フィールドの長さ（ビット）を示
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すSP情報長インジケーター（SP_Info_Length）404を具備する。ある態様において、SP_In
fo_Lengthインジケーター404は、NDM400に含まれるすべてのRFのためのSP_Infoフィール
ド420のために整数のビットで長さを特定するグローバル・インジケーターである。した
がって、この態様において、SP_Info420は、NDMにおけるすべてのRFのために同じ数のビ
ットを使用して特定される。
【００６２】
　NDM400はまた、NDM400において記述される、近隣のLOIのセット、関連するRFチャネル
、および関連するSP情報のためのLOIの数を示すLOIカウント・パラメーター406を具備す
る。各々のLOIカウント406について、大括弧によって示されるように一群のパラメーター
を含んでいるLOI記録422が含まれる。例えば、LOIカウント・パラメーター406が「2」で
ある場合、2セットのLOI記録422がある。
【００６３】
　LOI記録422の一部として、特定の基準LOIを識別する基準LOI識別子パラメーター408が
提供される。基準LOIと関連する近隣のLOIおよび基準LOI自身の合計の数を示す近隣のLOI
カウント・パラメーター410が提供される。各々の近隣のLOIカウント410について、大括
弧によって示されるような一群のパラメーターを含む近隣のLOI記録424が含まれる。例え
ば、近隣のLOIカウント・パラメーター410が「2」である場合、2セットの近隣のLOI記録4
24がある。近隣のLOI記録424は、RFチャネルおよび所与のLOIと関連するSP情報を提供す
る。
【００６４】
　近隣のLOI記録424の一部として、近隣のLOI記録424において記述されている情報のため
の特定のLOIを識別する近隣のLOI識別子412が提供される。いくつの周波数（つまりRFチ
ャネル）が、識別されたLOIと関連させられているかを示す周波数カウント・パラメータ
ー414が提供される。識別されたLOIにおける各々のRFチャネルについて、大括弧によって
示されるように一群のパラメーターを含む周波数記録426が含まれる。例えば、周波数カ
ウント・パラメーター414が「2」である場合、2セットの周波数記録426がある。
【００６５】
　周波数記録426の一部として、特定の送信周波数を示す周波数パラメーター416が提供さ
れる。特定の送信周波数のためのチャネル帯域幅を示すチャネル計画パラメーター418が
提供される。特定の送信周波数と関連するシグナリング・パラメーター（物理層パラメー
ターを含む）を記述するSP_infoフィールド420が提供される。
【００６６】
　図4において例示されるように、NDM400は、LOI2におけるRFチャネルによって送信され
る送信フレームの一部であるローカル制御チャネル428を使用してLOI2上で配信される。N
DM400は、任意の適切なフォーマットでフォーマットされ、符号化または暗号化され、お
よび／または２つ以上のメッセージ・コンポーネントに再編成されまたは分割されてもよ
いことに留意するべきである。
【００６７】
　NDM400において提供されるパラメーターが、デバイス112において設置されるSP獲得論
理118においてどのように編成されおよび記憶されることができるのかを例示するテーブ
ル430が図示される。テーブル430は、デバイスの現在のLOI（つまり、LOI2）を識別するL
OI識別子432を具備する。テーブル430はまた、デバイスの現在のLOIの近隣のLOIおよび現
在のLOI自身を識別する近隣のLOIリスト434を含む。
【００６８】
　テーブル430はまた、近隣のLOIリスト434において識別される各々のLOIと関連するRF周
波数を識別するRF周波数識別子436を具備する。テーブル430はまた、各々のRF周波数436
と関連するSP_infoを提供するSP情報438を具備する。したがって、テーブル430は、RFチ
ャネル・モニタリングおよびRFハンドオフの間の使用のために、SP獲得論理118によって
生成されてもよく、および受信デバイス112において記憶されてもよい。
【００６９】
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　図5は、SP配信システムの態様における使用のためのSP_info500の一例を図示する。例
えば、SP_info500は、420において例示されるようにNDMにおいて受信されてもよく、およ
びテーブル430において図示される各々のRFチャネルのために記憶されてもよい。ある態
様において、SP_info500は、以下の情報を具備する。
【００７０】
1. FFT_Mode(502):RF送信周波数上でOFDMのために使用される物理層FFTモード（3ビット
）を特定する。
【００７１】
2. Pilot_Pattern(504):RF送信周波数のために使用される物理層パイロット・パターン（
2ビット）を特定する。
【００７２】
3. CP_Length(506):RF送信周波数のために使用される物理層周期的所定の長さ（3ビット
）を特定する。
【００７３】
　ある態様において、SP_info500は、8ビットのサイズを有する。しかしながら、SP_info
は、最大で16ビットまたはそれ以上に拡張されることができる。ある態様において、SP_I
nfo_Lengthフィールド404は、16ビットのSP_infoフィールドをサポートするための5ビッ
トである。ある態様において、SP_Infoフィールド404は、NDMに含まれる各々のRFチャネ
ルのための最大のサイズに常にセットされる。この場合、NDMメッセージは、SP_Info_Len
gthフィールド404を有する必要はない。SP_info500は、図示されているシグナリング・パ
ラメーターに制限されず、SP_info500は、追加の信号パラメーターまたは上で説明された
ものとは異なる任意の他のタイプの信号パラメーターを具備してもよいことに留意すべき
である。
【００７４】
　ある態様において、SP情報のサブセットのみがネットワーク内のRFチャネルと異なって
もよい。例えば、FFTモードは、ネットワーク内のすべてのRFチャネルと同じであっても
よいが、CPの長さがそれらのRFチャネルについて異なってもよい。ある態様において、MF
Nネットワーク内のRFチャネルのためにSP情報の一部のみが送られてもよい。例えば、SP_
infoは、次の情報のみを送るために3または5ビットに短縮されてもよい。
【００７５】
1. 3ビットSP_info:CPの長さ2のみを含む
2. 5ビットSP_info:CPの長さおよびパイロット・パターンのみを含む。
【００７６】
　ある態様において、受信デバイスは、3ビットまたは5ビットのSP_Info_Lengthを解釈す
るべきであり、そのことによって、デバイスは、SP_infoに含まれないパラメーター情報
のためのデフォルト値を使用する。したがって、ある態様において、SP_Info_Lengthは、
送信されるSP_infoに依存する次の値[0,3,5,8またはそれ以上]のうちの１つをとることが
できる。
【００７７】
　ある態様において、SP_infoが送信されない場合、SP_Info_Lengthは、ゼロ（0）にセッ
トされる。これは、ネットワーク全体が受信デバイス上で事前に構成されるデフォルトSP
情報を使用する場合に起こるかもしれない。SP_Info_Lengthが0にセットされる場合、受
信デバイスは、すべての近隣のRFと関連するSP情報のためのデフォルト構成された値を使
用する。
【００７８】
　図6は、SP配信システムの態様における使用のために近隣記述メッセージを生成するた
めの方法600の一例を図示する。明瞭性のために、図3において図示されているSP論理300
を参照して本件明細書において方法600が説明される。例えば、ある態様において、メッ
セージング論理302は、以下で説明される機能を行うようにSP論理300を制御するためのコ
ードの１つまたは複数のセットを実行する。
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【００７９】
　ブロック602において、多重周波数ネットワークの構成が決定される。例えば、NOC102
は、選択されたWOIおよびLOIへのワイドエリアおよびローカルエリア・マルチプレクスの
配信を決定する。ある態様において、NOC102は、どのマルチプレクスが各々のLOIに配信
されるべきか、および各々のLOI内でマルチプレクスを配信するために使用されるべきRF
チャネルを決定する。
【００８０】
　ブロック604において、各々のRFチャネルのためにSP_infoが決定される。例えば、メッ
セージング論理302は、NOC102から受信されるネットワーク情報から多重周波数ネットワ
ーク内のRFチャネルのためのSP_infoを決定する。
【００８１】
　ブロック606において、各々のLOIのためにNDMメッセージが生成される。例えば、ある
態様において、配信ネットワーク内の各々のLOIについて、そのLOIのための近隣のLOIの
セットを識別し、そのLOIおよびその近隣のLOIにおけるRFチャネルのためのSP_infoを提
供するNDMが生成される。他の態様において、任意の選択された一群のLOIのためにNDMメ
ッセージが生成される。例えば、メッセージング論理302は、図4において例示されるNDM4
00としてフォーマットされてもよいNDMメッセージを生成するように作動する。
【００８２】
　ブロック608において、コンテンツ・マルチプレクスおよびNDMメッセージは、各々のLO
Iにおけるデバイスに配信するために送信機サイトに配信される。例えば、コンテンツ・
マルチプレクスおよびNDMメッセージは、任意の適切な輸送メカニズムを使用して送信機
に送信される。図2において例示されているように、送信フレームのローカル制御チャネ
ル部分における各々のLOI上で送信機サイトからNDMメッセージが配信される。
【００８３】
　したがって、方法600は、SP配信システムの態様における使用のためにNDMメッセージを
生成するように作動する。方法600は、単に１つの実装を表わし、その他の実装は、当該
態様の範囲内で可能であることに留意すべきである。
【００８４】
　図7は、SP配信システムの態様における使用のためのSP獲得論理700の一例を図示する。
例えば、SP獲得論理700は、図1において図示されているSP獲得論理118として使用するの
に適している。SP獲得論理700は、処理論理702、メッセージ復号器704、および制御チャ
ネル入力論理706を具備する。これらはすべてデータ・バス708に結合されている。
【００８５】
　制御チャネル入力論理706は、CPU、プロセッサー、ゲートアレー、ハードウェア論理、
メモリー・エレメント、および／またはソフトウェアを実行するハードウェアの少なくと
も１つを具備する。制御チャネル入力論理706は、デバイスが現在チューニングされてい
るRFチャネル上で制御チャネル・データを受信し、メッセージ復号器704にこのデータを
渡すように作動する。例えば、NDMメッセージは、図2において例示されているように、送
信フレームの一部であるローカル制御チャネル上で受信される。
【００８６】
　メッセージ復号器704は、CPU、プロセッサー、ゲートアレー、ハードウェア論理、メモ
リー・エレメント、および／またはソフトウェアを実行するハードウェアの少なくとも１
つを具備する。ある態様において、メッセージ復号器704は、制御チャネル上で受信され
るNDMメッセージを復号するように作動する。例えば、メッセージ復号器704は、現在のLO
Iおよびその近隣のLOIにおけるRFチャネルと関連するSP_infoを決定するために、受信し
たNDMメッセージを復号するように作動する。例えば、NDMメッセージは、図4において例
示されているようにフォーマットされ、現在のLOIおよびその近隣のLOIにおけるRFチャネ
ルと関連するSP_infoを決定するように復号される。ある態様において、テーブル430によ
って例示されるように、RFチャネルおよび関連するSP情報のテーブルが維持され、記憶さ
れる。この情報は、処理論理702に渡される。
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【００８７】
　処理論理702は、CPU、プロセッサー、ゲートアレー、ハードウェア論理、メモリー・エ
レメント、および／またはソフトウェアを実行するハードウェアの少なくとも１つを具備
する。ある態様において、処理論理702は、選択されたRFチャネルを識別するRFチャネル
識別子を受信するように作動する。ある態様において、処理論理702は、選択されたRFチ
ャネルの信号強度をモニタリングするための図1において図示されているRFチャネル・モ
ニタリング論理124からRFチャネル識別子を受信するように構成されている。他の態様に
おいて、処理論理702は、選択されたRFチャネルへのハンドオフを行うための図1において
図示されているハンドオフ論理130からRFチャネル識別子を受信するように構成されてい
る。処理論理702は、受信したNDMから、選択されたRFチャネルのためのSP_infoを得る。
処理論理702は、その後、RFチャネル・モニタリング論理124にSP_infoを出力する。RFチ
ャネル・モニタリング論理124は、選択されたRFチャネルの信号強度を効率的にモニター
するためにSP_infoを使用するように作動する。例えば、選択されたRFチャネルの信号強
度は、RFハンドオフを容易にする目的のために、デバイスにおいて行なうハンドオフ論理
130に提供されてもよい。処理論理702はまた、選択されたRFチャネル上で所望のコンテン
ツを獲得するためにSP_infoを使用するように作動するハンドオフ論理130にSP_infoを出
力する。
【００８８】
　ある態様において、SP配信システムは、機械可読媒体上に記憶される１つまたは複数の
プログラム命令（「命令」）または１セットの「コード」を有するコンピューター・プロ
グラム・プロダクトを具備する。コードが少なくとも１つのプロセッサー（例えば、処理
論理702におけるプロセッサー）によって実行されるとき、コードは、本件明細書におい
て説明される機能をプロセッサーに提供させる。例えば、１セットのコードは、フレキシ
ブル・ディスク、CDROM、メモリーカード、FLASHメモリー・デバイス、RAM、ROM、または
SP獲得論理700にインターフェースする任意の他のタイプのメモリー・デバイスまたは機
械可読媒体のような機械可読媒体からSP獲得論理700内にロードされてもよい。他の態様
において、１セットのコードは、外部のデバイスまたはネットワーク・リソースからSP獲
得論理700内にダウンロードされてもよい。１セットのコードは、実行されるとき、本件
明細書において説明されるようにSP配信システムの態様をプロセッサーに提供させる。
【００８９】
　図8は、SP配信システムの態様における使用のためにMFNにおいてRFチャネルと関連する
獲得SP情報のための方法800の一例を図示する。明瞭性のために、方法800は、図7におい
て図示されているSP獲得論理700を参照して本件明細書において説明される。例えば、あ
る態様において、処理論理702は、以下で説明される機能を行なうためにSP獲得論理700を
制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行する。
【００９０】
　ブロック802において、ローカル制御チャネル上でNDMが受信される。ある態様において
、制御チャネル入力論理706によってローカル制御チャネル・データが受信される。例え
ば、デバイスにおいて、図2において例示されているようにフォーマットされる送信フレ
ームのシーケンスでローカル制御チャネル・データが受信される。
【００９１】
　ブロック804において、受信したNDMメッセージは、復号され、SP情報が記憶される。あ
る態様において、NDMメッセージは、図4において例示されているようにフォーマットされ
る。NDMメッセージは、現在のLOIのための近隣のLOIのセットを識別し、RFチャネルを現
在のLOIおよびその近隣のLOIのためのSP情報と関連させる。ある態様において、NDMメッ
セージにおける情報は、メッセージ復号器704によって復号され、テーブル430によって例
示されているようにデバイスにおけるテーブル内に記憶される。
【００９２】
　ブロック806において、選択されたRFチャネルと関連するSP_infoのための要求が受信さ
れる。ある態様において、処理論理702によって要求が受信される。例えば、図1において
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図示されているRFチャネル・モニタリング論理124またはハンドオフ論理130から要求が受
信されてもよい。
【００９３】
　ブロック808において、NDMにおいて受信される情報から、選択されたRFチャネルと関連
するSP_infoが得られる。ある態様において、処理論理702は、SP情報に現在のLOIおよび
近隣のLOIのRFチャネルをマップするテーブルから、選択されたRFチャネルと関連するSP_
infoを決定する。
【００９４】
　ブロック810において、選択されたRFチャネルと関連するSP_infoが出力される。例えば
、ある態様において、図1において図示されているRFモニタリング論理124またはRFハンド
オフ論理130へ処理論理702によってSP_infoが出力される。
【００９５】
　ブロック812において、選択されたRF上の配信波形を獲得するためにSP_Infoが利用され
る。例えば、デバイスのハンドオフを容易にするために、選択されたRFチャネルを有効的
にモニターするようにSP_InfoがRFチャネル・モニタリング論理124によって使用される。
ある態様において、選択されたRF上のOFDMシンボル境界を決定するためにFFTモード・イ
ンジケーターおよびサイクリック・プレフィックス長インジケーターが使用されてもよい
。その後、周期的所定の相関を行うため、および選択されたRFが所望の配信波形を搬送す
るかどうかを決定するために、OFDMシンボル境界が使用されることができる。代替的に、
効果的な方法で、選択されたRFチャネル上の所望のコンテンツを獲得するためにハンドオ
フ論理130によってSP_Infoが使用される。
【００９６】
　したがって、方法800は、SP配信システムの態様における使用のためにMFN内のRFチャネ
ルと関連するSP情報を獲得し、および利用するために作動する。方法800は、単に１つの
実装を表わし、およびその他の実装は、当該態様の範囲内で可能であることに留意すべき
である。
【００９７】
　図9は、SP配信システムの態様における使用のためのSP論理900の一例を図示する。例え
ば、SP論理900は、図3において図示されているSP論理300としての使用に適している。あ
る態様において、SP論理900は、本件明細書において説明されるようにSP配信システムの
態様を提供するように構成されている１つまたは複数のモジュールを具備する少なくとも
１つの集積回路によって実装される。例えば、ある態様において、各々のモジュールは、
ハードウェアおよび／またはソフトウェアを実行するハードウェアを具備する。
【００９８】
　SP論理900は、多重周波数ネットワーク内の１つまたは複数の選択されたローカル・オ
ペレーション・インフラストラクチャー（LOI）および前記１つまたは複数の選択されたL
OIの各々のための１つまたは複数の近隣のLOIを識別するための第1のモジュール（902）
を具備し、ある態様において、この第1のモジュール（902）は、メッセージング論理302
を具備する。SP論理900はまた、1つまたは複数の選択されたLOIおよびそれらのそれぞれ
の近隣のLOIを識別し、1つまたは複数の選択されたLOIの各々およびそれらのそれぞれの
近隣のLOIと関連する各々の無線周波数（RF）チャネルのためのSP情報を特定する近隣記
述メッセージ（NDM）を生成するための第2のモジュール（904）を具備し、ある態様にお
いて、この第2のモジュール（904）は、メッセージング論理302を具備する。SP論理900は
また、1つまたは複数の選択されたLOIの各々にわたってNDMを配信するための第３のモジ
ュール（906）を具備し、ある態様において、この第3のモジュール（906）は、出力論理3
08を具備する。
【００９９】
　図10は、SP配信システムの態様における使用のためのSP獲得論理1000の一例を図示する
。例えば、SP獲得論理1000は、図7において図示されているSP獲得論理700としての使用に
適している。ある態様において、SP獲得論理1000は、本件明細書において説明されるよう
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にSP配信システムの態様を提供するように構成されている１つまたは複数のモジュールを
具備する少なくとも１つの集積回路によって実装される。例えば、ある態様において、各
々のモジュールは、ハードウェアおよび／またはソフトウェアを実行するハードウェアを
具備する。
【０１００】
　SP獲得論理1000は、１つまたは複数のローカル・オペレーション・インフラストラクチ
ャー（LOI）および前記１つまたは複数のLOIの１つまたは複数の近隣のLOIと関連する無
線周波数（RF）チャネルを識別する近隣記述メッセージ（NDM）を受信するための第１の
モジュール（1002）を具備する。ここにおいて、各々のRFチャネルは、SP情報と関連させ
られ、ある態様において、この第1のモジュール（1002）は、制御チャネル入力論理706を
具備する。SP獲得論理1000はまた、選択されたRFチャネルと関連する選択されたSP情報を
得るための要求を受信するための第２のモジュール（1004）を具備し、ある態様において
、この第２のモジュール（1004）は、処理論理702を具備する。SP獲得論理1000はまた、N
DMに基づいて、選択されたRFチャネルと関連する選択されたSP情報を決定するための第３
のモジュール（1006）を具備し、ある態様において、この第３のモジュール（1006）は、
処理論理702を具備する。SP獲得論理1000はまた、選択されたSP情報を出力するための第
４のモジュール（1008）を具備し、ある態様において、この第４のモジュール（1008）は
、処理論理702を具備する。
【０１０１】
　本件明細書における態様の開示に関連して説明されたさまざまな例示的な論理、論理ブ
ロック、モジュール、および回路は、汎用目的プロセッサー、デジタル信号プロセッサー
（DSP）、特定用途集積回路（ASIC）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（F
PGA）、または他のプログラマブル論理デバイス、離散的ゲートまたはトランジスタ論理
、離散的ハードウェア・コンポーネント、またはこれらのものの任意の組み合わせであっ
て、本件明細書記載の機能を実現するように設計されたものによって実装されることがで
きる。汎用目的プロセッサーは、マイクロプロセッサーであってもよいが、代替的に、任
意の通常のプロセッサー、コントローラー、マイクロコントローラー、または状態機械（
ステートマシン）であってもよい。プロセッサーは、計算デバイスの組み合わせとして、
例えば、DSPとマイクロプロセッサーとの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサー、DSP
コアと結合した１つまたは複数のマイクロプロセッサー、または他の任意の同様の機器設
定として実装されることもできる。
【０１０２】
　本件明細書における開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、
ハードウェア、プロセッサーによって実行されるソフトウェア・モジュール、またはその
２つの組み合わせにおいて直接具体化されることができる。ソフトウェア・モジュールは
、RAMメモリー、フラッシュ・メモリー、ROMメモリー、EPROMメモリー、EEPROMメモリー
、レジスター、ハードウェア・ディスク、リムーバブル・ディスク、CD-ROM、または本件
技術分野において既知の他の任意の形式の記憶媒体の中に存在することができる。記憶媒
体の一例は、プロセッサーが記憶媒体から情報を読み取る、または記憶媒体に情報を書き
込むことができるように、プロセッサーと結合されている。代替的に、記憶媒体がプロセ
ッサーと一体化されていてもよい。その場合、プロセッサーおよび記憶媒体がASICの中に
存在し、そのASICがユーザー端末の中に存在するという設定であってもよい。代替的に、
プロセッサーおよび記憶媒体がユーザー端末において、離散的コンポーネントとして、存
在するという設定も可能である。
【０１０３】
　本件開示の説明は、どのような当業者も、本件開示の発明を製造し、または使用するこ
とができるように提供されている。本件開示に対するさまざまな修正は、当業者にとって
直ちに明白であることができる。また、本件明細書において定義された一般原則（例えば
、実例のメッセ－ジング・サービス、または任意の一般的なワイヤレス・データ通信アプ
リケーション）は、本件開示の要旨または範囲から逸脱することなく、他の変形に対して
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適用可能である。このような意味において、本件開示は、本件明細書において説明された
事例および設計に限定されるよう意図されているものではなく、本件明細書に開示された
原則および新規な特徴と一致する最も広い範囲が与えられるべきものである。本件明細書
において、「例示的である」という語は、「事例、実例、または例示として役立つ」こと
を意味するために排他的に使用される。本件明細書において「例示的である」と記述され
るいかなる態様も、必ずしも好ましいまたは他の態様に比べて優れていると理解されては
ならない。
【０１０４】
　したがって、SP配信システムの態様が本件明細書において例示され、記述されているが
、それらの態様の要旨または本質的性質から離れることなくさまざまな変形がそれらの態
様に行われてもよいということが認識されるだろう。したがって、本件開示および本件明
細書における記述は、本件発明の範囲の非制限的な例示となるように意図され、それらは
、以下の特許請求の範囲において述べられる。

【図１】 【図２】

【図３】
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